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おかざき世界子ども美術博物館企画展 

ミラクルワールド 万華鏡展 
光と鏡の不思議な世界 

キラキラ輝く夢の世界へ

 

 

会  期：2012年７月14日（土）～９月23日（日） 

会  場：おかざき世界子ども美術博物館 

    〒444-0005 愛知県岡崎市岡町字鳥居戸１－１ 

Tel:0564-53-3511 Fax:0564-53-3642 

開館時間：午前9時～午後5時30分(入館は午後５時まで） 

9/1～9/23は午後5時まで開館(入館は午後4時30分まで) 

休館日：7/17(火)、8/20(月)、9/3(月)、9/10(月)、9/18(火) 

入場料：大人 ３００円（２４０円）   小・中学生 １００円（８０円） 

※（ ）内は20名以上の団体  

※ 岡崎市内在住、在学の小中学生は無料 

（わくわくカードまたは、生徒手帳を提示） 

※ 各種障がい者手帳所持者とその付添者は無料（各種手帳を提示） 
 

■内容        ■要旨 

2000 年に,はじめて開催した万華鏡展は、日本における万華鏡発展の第一歩を飾るものでした。そ

の後、2003年、2006年と開催し大好評を博しました。当初は、海外作家が中心の展覧会でしたが、

この間に、日本でも優秀な作家が誕生して新たな局面を展開するようになってきました。 

  そこで、今回は万華鏡が、子供のおもちゃという認識から、すでに新しいアートとして評価され

る分野になってきた今でこそ、国内外の作家によるさらに充実した内容の作品群を紹介します。 

万華鏡の原理は、一見簡単ですが、その組み合わせの工夫で、イメージが千変万化。 

最近は、３D の映像や、プロジェクションによる空間の演出など、様々な実験が行われています。

また、デジタルカメラやコンピューターの発達により、イメージ表現なども行なわれています。こ

うした、新しい傾向を捕らえ、奥深い万華鏡の世界を楽しめる内容となっています。 

 

■内容 

＊メインホール展示＊ 

Ａ）国際万華鏡協会展出品作家選抜作品  

今年で９回目となる国内万華鏡公募展 日本全国から選抜された優秀な作家たちの作品 約２５点 
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Ｂ）日本を代表する作家たち 約１０点 

Ｃ）海外を代表する作家たち 約１０点 

Ｄ）ヴィヴァンコレクションから ：アンティーク、歴史紹介 

Ｅ）若林寛 からくり万華鏡コーナー 

Ｆ）柏原エリナ：無限の反射：万華鏡ドレス 

ライティングアーティストとして、ユニークな作品を発表している柏原エリナが、今回特別に制作

したミラーとＬＥＤライトのドレス。ピアノの鍵盤をたたくとドレスの中の光の点滅が変わる。 

 

Ｇ）「携帯で自由に写そう！」携帯万華鏡コーナー 

島崎勝信考案の携帯カメラを使って自由に写して楽しむ万華鏡。 

 

Ｈ）テレイドスコープを楽しもう！ 

様々なテレイドスコープから外界の世界の変化を楽しんでみよう。 

            

Ｉ）近藤てつのすけ：てづくり万華鏡本紹介コーナー 

今年８０歳を迎えた画家近藤てつのすけは、ユニークな万華鏡本を数々発表してきた。 

リサイクル万華鏡は近藤てつのすけが最初に考案。さらに今までだれも考えたことが無いアイデア

一杯の本を、イラスト、文字すべて手書きで完成させた。その根気と忍耐により完成した万華鏡の

アイデアと折りたたみ式万華鏡、リサイクル万華鏡作品を紹介する。 

Ｊ）服部恵嗣＆タエコ ：万華鏡ライブシアター 

万華鏡の内部映像を、常時モニターから見ることができる。６０インチ画面に迫力一杯です。 



3/3 

 

＊サブホール＊ 

：映像作家百々亀利雄 「球体宇宙ショー：万華鏡の星」 

映像作家、百々亀利雄の考案した巨大バルーンと、壁面を舞台に展開する宇宙ショー。 

宇宙空間にみる万華鏡のイメージは別世界。  

 

 

＊展示室外ホール＊  

今回は、デジタルカメラを利用した楽しみかたを多く撮り入れている。 展覧会を楽しむと同時に、

自分の写真も他の方に楽しんでいただくために、携帯カメラ、デジカメで撮影、あるいはテレイド

スコープで撮影した写真を美術館の廊下に自由に展示してもらう。 

 

＊ワークショップ 

Ａ）映像ソフトを作って、イメージをプリント：１日デモンストレーション    

講師：服部恵嗣＆タエコ 

オイルいりの映像ソフトをつくり、テレビ画面でイメージを楽しんだ後、プリントして渡す。 

Ｂ）「万華鏡で撮る！」                           

テレイドスコープをつくり、デジカメで外の景色を写しましょう！テレイドスコープの作り方 

だけではなく、写真の写し方を学ぶ。 

講師：唐木孝治 

会期：７月２１日（土）２２日（日）  午前、午後各１回 

各回 定員 ２０名      

用意するもの：デジタルコンパクトカメラ、あるいは携帯 

Ｃ）入れ替え自由の万華鏡 

万華鏡の歴史のレクチャーの末、子供達対象の万華鏡を作る 

講師：山見浩司 

会期：８月１８日（土）午後１回１９日（日）午前、午後 各１回 

各回 定員 ３０名 

・ワークショップ指導者用プログラム・８月１９日（日）午後１回 

定員 ２０名 

Ｄ）夏休み特別ワークショップウィーク 

ほかにも、万華鏡から、さらにひろがるガラスの工作体験や、立体工作、びっくり絵画、工芸など 

「夏休みワークショップウィーク」を開催 

 


